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アメリカザリガニの生態と防除 

 

           岡山大学学術研究院環境生命科学学域   中田 和義 

 

１．はじめに 

アメリカザリガニ（Procambarus clarkii）は，1927 年に食用ガエルの餌と

して北米から日本に移入された外来種である 1）。現在までに本種は，北海道か

ら沖縄県までの日本全国の水域に定着している。アメリカザリガニは，特に児

童から親しみの感じる身近な生き物として認識されており，飼育・採集生物と

しての人気が高い。 

しかしながら，アメリカザリガニは在来生態系に対して様々な悪影響を及ぼ

すことが明らかとなり，絶滅危惧種を含む在来生物に対する直接的・間接的な

影響や農業被害も報告されている 2-5）。このような背景から，2015 年に環境省

と農林水産省によって公表された「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれの

ある外来種リスト（生態系被害防止外来種リスト）」では，本種は緊急対策外

来種に選定された。このため，アメリカザリガニによる被害が発生している水

域では，早急な防除が必要とされている。アメリカザリガニは今後，特定外来

生物に指定されることが予定されており，指定後には本種の防除が各地でさら

に促進されていくと予想される。 

演者はこれまで，水辺の自然再生共同 WEB シンポジウムにおいて，2021 年は

「アメリカザリガニの生態をふまえての有効な駆除手法」，2022 年は「アメリ

カザリガニ防除の取り組み：現状と課題」との演題で講演を行った。本講演で

は，これまでの講演内容も振り返りながら，「アメリカザリガニの生態と防除」

について最新の情報も交えながら紹介したい。 

 

２．アメリカザリガニの生態：在来生物への影響は？ 

 アメリカザリガニによる在来生物に対する影響については，過去および本年

度の水辺の自然再生共同 WEB シンポジウムでも様々な事例が報告されているよ

うに，絶滅危惧種を含む水生生物に対して，深刻な影響を及ぼすことが確認さ

れている 2-5）。本種は雑食性であり，動物・植物にかかわらずあらゆる生物種を

餌として利用することから，特に捕食による在来生物への影響は甚大になりう

る。しかし，アメリカザリガニが餌として好む生物種に関する学術的な情報は，

十分には得られていないのが実情である。 

 演者の研究室（岡山大学工学部応用生態学分野）では，現在，アメリカザリ

ガニが好んで捕食する生物種を明らかにするための実験を進めている。本講演
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では，本種によるトンボ類およびカエル類に対する捕食について，当研究室の

大学院生による最新の実験結果 6-7）の一部を簡単に紹介する。 

 

３．アメリカザリガニの防除方法 

過去の本シンポジウムでの演者の講演で紹介したように，演者の研究室では，

アメリカザリガニの効率的な防除手法の開発に関する研究を進めてきた 8-11）。

この研究では，できるだけ安価で，かつ市販されていて入手し易いものを使う

ことをコンセプトとし，防除を実施する環境条件や本種のハビタット特性に応

じて使い分けできるように，複数の捕獲手法を検討・提案した。これまでの研

究成果からは，1）好適サイズの人工巣穴，2）篭と使用餌，3）ペットボトル

製トラップ（図 1）についての知見が得られた。2 の漁具に用いる餌について

は，市販の練り餌が有効であることを報告した 10）。漁具の使用餌については，

ドッグフードにも高い誘因効果があることが報告されている 12）。また，ザリガ

ニ類を含む甲殻類の捕獲では，サンマ等の魚類も使用餌として有効である 13）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このほか，NPO 法人シナイモツゴ郷の会では，アメリカザリガニの連続捕獲

装置を開発しており，本種の定着個体群に対して，大きな防除効果をあげてい

る 5）。演者の研究室では，シナイモツゴ郷の会の高橋清孝理事長および農林水

産省中国四国農政局との共同研究で，アメリカザリガニが定着している山口県

内の山間部に位置するため池に本連続捕獲装置を設置し，防除効果を検証する

実験を実施中である。これまでの結果からは，本連続捕獲装置では，山口県の

山間部のため池でもアメリカザリガニに対する高い防除効果が確認され，本連

続捕獲装置が中国地方の現場でも有効であることが実証されている。 

 

図 1 アメリカザリガニの捕獲トラップ．左：好適サイズの人工巣穴，中央：エビ篭，  

        右：ペットボトル製トラップ 
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４．『アメリカザリガニ対策の手引き』（環境省）の活用 

 2022 年 4 月に，環境省自然環境局野生生物課外来生物対策室が『アメリカザ

リガニ対策の手引き』（図２）を公表した 14）。本手引きは，「アメリカザリガニ

対策検討ワーキンググループ」による検討を経て作成されたものであるが，演

者もこのワーキンググループの委員を担当した。本手引きについては，演者が

得ている情報では全国各地のアメリカザリガニ防除の現場ですでに活用されて

いるようであるが，本種が特定外来生物に指定されれば，今後，これまで以上

に活用されていくことが予想される。 

 本手引きは，「第 1 章 アメリカザリガニ対策の考え方」，「第 2 章 防除実施

計画策定の考え方」，「第 3 章 効率的な防除の実施」の 3 つの章に加えて，手

引きの記載内容に関するトピックスが紹介された「コラム」によって構成され

ている。今回の講演では，本手引きを活用する際に注目すべき点などについて，

いくつかのページを取り上げながら解説する。 
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